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平成２５年度事業報告 
 
平成２５年度の日本経済は、政権交代によるアベノミクス効果で円安、株高が進み自動車産

業をはじめ輸出関連企業は近年にない大幅な増収増益をもたらしました。また、第二の矢であ

る国の大規模な公共投資で建設業界などは人手不足を招くまでの状況の需要が高まりました。 
また、春闘に向け、政府主導の賃上げで内需拡大という方針の下、大手企業等はそれに呼応

しベースアップに踏み切り好況感を醸し出しました。 
しかしながらこうした政府主導の好況感は中小製造業においては規模や業種によって違いは

見られますが、大方は未だその効果は届いていないというのが実感です。 
一方で、ものづくり製造業においては大手企業の生産の海外シフトが続き、国内の景況感と

は別に国内生産比率が確実に下がっており、国内の下請け中小企業は先行きの不安が高まって

いる状況です。 
４月からの消費税増税を控え年度後半には駆け込み需要で３月期の業況は自動車業界等は大

幅な増収増益となりました。しかし、増税直後の４－６月期の反動減が予想され、今後は７月

以降の景気の戻りが正念場と考えます。 
こうした中、横浜市工業会連合会としましては、平成２５年度も地域工業会の声を反映した

活動ができるよう、各委員会で議論し検討した結果に基づき事業を進めてまいりました。特に

厳しい経営環境を背景に企業が孤立しがちの状況の中、会員企業との意思疎通を重要な視点に

おき、情報提供と昨年に引き続き情報システムの充実を行いました。また、中小企業支援等の

政策立案を横浜市と協議しました。 
これらと合わせ既存事業につきましても着実に進めました。特に横浜産貿ホールにおきまし

ては耐震工事とスライディングウォールの更新を行い展示機能のリニューアルを図りました。 
 

 

Ⅰ ものづくり活性化事業  

１ 基盤整備事業（産業振興に関する課題の掌握、提言、対応策の実施） 

(１)地域工業会との連携強化に向けた市工連委員会の活動 

    市工連としての意義が求められている中で、多くの地域工業会代表が参加し、意見交 

   換やその結果が反映されるよう、委員会の活性化を通して課題解決に向けた活動に努め 

   ました。 

ア ５委員会の開催延べ回数：９回  

     （委員会別開催実績等はⅤの総会、理事会、委員会等のとおり） 

 

(２)横浜市と本会との施策検討会の運営 

    実効性のある横浜市の中小企業振興策の立案・実施に向け、行政とともに考える場を 

   設置し、具体的、かつ実効性の高い施策検討協議を行いました。 

  

(３)産業振興に関する提言、調査、研究 

 行政機関等の産業振興施策に反映されるよう、上記（２）の施策検討会での協議を 

活かして、ものづくりを中心とした振興施策、企業経営及び立地環境の改善等に関する 

意見･要望を集約し、林横浜市長に「平成２６年度予算に対する要望」として提出しまし 

た。 
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ア 提出日 平成２５年１０月２１日（月） 

イ 場 所 市役所応接室 

ウ 出席者 林横浜市長、経済局長ほか 

佐藤市工連会長、各地域工業会会長ほか 

エ 要望書概要 

(ア)重点要望事項  ２件 

       ・受注開拓が効果的に進められる施策の推進 

       ・横浜市と市工連の施策検討会の継続 

(イ)局別要望事項  ２７件 

 

(４)他都市工業団体等との連携 

ア (社)みやぎ工業会との意見交換会  １回 

 

２ ものづくりネットワーク形成促進事業 

   新事業展開や新製品開発、受発注機会の拡大を支援するため、情報交換会・商談会を開 

  催しました。また、常時会員企業からの受発注等に関する相談に応えるとともに、情報提 

  供を行うなど、市内製造業のネットワークづくりを促進しました。 

(１)受発注相談 

（電話・ＦＡＸ・Ｅメール等による受発注相談） 

ア 相談件数：１１４件（商談会によるもの９８件） 

イ 成約成立：５件、不成立：５件、次年度へ継続：１０４件 

 

(２)商談会等の開催 

ア 受・発注商談会（川崎開催） 

      日 時  平成２５年９月５日（木）９：００～１７：４５ 

      会 場  川崎市産業振興会館 １階ホール 

      主 催  (公財)神奈川産業振興センター、川崎市、 

           (公財)川崎市産業振興財団、川崎商工会議所、川崎信用金庫、 

           市工連、横浜市 

      参 加  ３１３社（発注４２社・受注 ２７１社）・商談件数 ８１８件 

    内 容  当日の混乱を回避するため、発注企業及び受注企業の「事前マッチング

方式」により運営しました。 

 

イ 受・発注商談会(横浜開催) 

      日 時  平成２６年２月５日（水）１０：００～１７：３５ 

      会 場  パシフィコ横浜２Ｆ アネックスホール 

      主 催  (公財)神奈川産業振興センター、横浜市、市工連、川崎市、 

(公財)川崎市産業振興財団、横浜信用金庫 

参 加  ３４９社（発注 ５６社・受注２９３社）・商談件数 １，０１９件 

    内 容  事前マッチング方式をとり、人気発注企業ブースを一部分割し、受注企 

         業の満足度向上を図りました。発注企業１社当たり２０商談を上限に商 

談時間を１５分としました。 
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(３)横浜ネットワークプラス（受発注情報システム）の運営 

     横浜ネットワークプラス（受注・発注マッチングサイト）をＰＲするとともに、会員 

   数の拡大やサイト掲載内容の更新等を行いました。 

ア 参加企業加入促進のためのＰＲ活動と会員数拡大 

  「横浜ネットワークプラス」会員数のアップ：１３社新規加入（計４１４社） 

イ 発注案件の登録・公開と受注企業の検索紹介 

      受けた案件を横浜ネットワークプラスに登録・掲載・更新するとともに、発注案 

      件に対し受注企業を検索し紹介を行いました。 

 

３ テクニカルショウヨコハマ２０１４ 

   「未来につながる新たな技術」を主要テーマに、県内に立地する事業所等の技術・製品を 

  展示して、技術力の向上とビジネスチャンスの創出を促進するため、(公財)神奈川産業振 

  興センター、神奈川県、横浜市との共催により開催しました。 

(１)開催概要 

ア 開催期間 平成２６年２月５日（水）～２月７日（金）３日間 

イ 会場 パシフィコ横浜展示ホールＣ・Ｄ 

ウ 出展数 ５５６社・団体 

エ 小間数 ４３３小間 

オ 入場者数 ２９，７１０人 

 

(２)横浜市ブースの開催 

    横浜市・都筑区が実施する中小製造業振興のための様々な施策の紹介や活用した企業 

の技術を周知することを目的に、テクニカルショウヨコハマ２０１４に「横浜市ブース」 

を開催し、地域工業会会員に加え、横浜青年経営者会が団体として出展しました。 

ア 出展企業 ４９社３団体 

 

(３) 記念講演会（本会主管併催事業） 

ア 日 時：平成２６年２月５日（水）１４：００～１５：３０ 

イ 会 場：パシフィコ横浜２階 アネックスホール 

ウ 講 師：福井県立大学 特任教授  中沢 孝夫氏 

エ テーマ：「グローバル化の中の中小企業経営」 

オ 参加者：１３６名 

 

４ ものづくり人材育成支援事業 

(１)新入社員合同研修 

   「帆船日本丸」における甲板みがき、漕艇、登檣、結索などの訓練を含めた研修により、 

   忍耐力や協調性、連帯感などを新入社員に体験させることを通して、企業の将来を託せる 

   人材の育成を図りました。 

ア 開催日 平成２５年４月１１日（木）～１２日（金）（1泊２日） 

イ 会 場 帆船日本丸、同訓練センター等 

ウ 参加者 １７社 ４２名（男性３２名 女性１０名） 
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エ 研修内容 （テーマ及び指導者・講師） 

①船上訓練、カッター訓練  日本丸船長、航海士、乗組員等 

      ②講義（社会人としての意識を持つ、ビジネスマナー、） 

③グループ討議（学生時代と社会人の違い）、（理想の社会人となるために） 

株式会社スリーマインド教育センター  澤田 顕氏・鞠子みちる氏 

      ④講義「海に学ぶ（シーマンシップ）」    日本丸船長 山本 訓三氏 

 

(２)就職に関する懇談会等の開催 

    神奈川県内の高校卒業生の地元中小企業への就業を促進するため、県内高校等関係者 

   と企業との就職に関する懇談会を開催しました。 

ア 日 時 平成２５年６月１０日(月) １４：００～１８：００ 

イ 会 場 神奈川県民ホール 6階 大会議室 

ウ 参 加 神奈川県立神奈川工業高校 等 ２９校３１名 

          会員企業等２７社３２名、ハローワーク 

 

(３)出張講座の開催 

      神奈川県内の高校生に対し、ものづくり産業・中小製造業の果たしている役割などを伝える 

ため高校へ直接出向き講習を行いました。 

  ①神奈川県立川崎工科高等学校 

ア 開催日：平成２５年６月２５日（火）１４：２５～１５：１５ 

イ 会 場：神奈川県立川崎工科高等学校 体育館 

ウ 対象者：1年生  230名 

エ 講 師：株式会社イシイ精機 代表取締役 堺 裕之氏 

オ テーマ：「小さな会社の大きな役割」 

  ②神奈川県立藤沢工科高等学校 

ア 開催日：平成２５年１１月２９日（金）１３：３０～１４：２０ 

イ 会 場：神奈川県立藤沢工科高等学校 体育館 

ウ 対象者：1年生  238名 

エ 講 師：経済産業省クールジャパンの芽事業 

      全国製造業コマ大戦協会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ プロデューサー 長島 敏晴氏 

オ テーマ：「働くこととは⇒就職、を考える」 

 

(４)工場見学会の開催 

    学校関係者の中小製造業に対する理解を深め、人材の確保と後継者の育成を図るため、 

   就職指導教員と学生を対象に、横浜市との連携のもとに市内企業の工場見学会を実施し 

   ました。 

①神奈川県立東部総合職業技術校 

ア 実施日  平成２５年８月７日(水) 

イ 見学企業  １社（㈲大同製型） 

ウ 参加者  延べ４名 

②横浜市立戸塚高校定時制 

ア 実施日  平成２６年３月２７日(木) 
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イ 見学企業  ３社（日本軸受加工(株)、東洋測器(株)、㈱東京ダイス） 

ウ 参加者   延べ９名 

 

(５)横浜型若者就労支援事業 

    横浜市経済局雇用労働課が行った「横浜型若者就労支援事業」について、横浜市内中 

   小製造業をよく知る本会として専門研修・企業実習で協力し、若年層の雇用に結びつけ 

   ました。募集企業、求職者ともに双方の理解を深めた上で、採用に至ることで本事業は 

   高い評価を得ました。 

ア 求人企業数  ２０社 

イ 採用決定    ３社 ５名 

 

５ 情報発信事業 

(１)インターネットを活用した情報提供 

ア ホームページの運営 

      緊急、重要な情報の提供に努めました。 

イ メールマガジン「市工連ニュース」の発行 

      平成２５年４月 ４日 第２６９号発行から 

      平成２６年３月１７日 第２９５号発行まで ２７回発行 

      配信先 工業会会員等約６００件 

 

(２)機関誌の発行 

ア 機関紙｢よこはま市工連｣の発行 

      年間２回発行 ７月号２,３００部、１月号２,５００部発行 

      平成２６年７月（７０号）、２７年１月（７１号） 

イ 広報誌「市工連かわらばん」の発行 

      年間６回発行 各回２,６００部配布 

      平成２５年５月（１４０号）から２６年３月（１４５号）まで隔月発行 

 

(３)情報システムの再構築 

    地域工業会・会員企業への情報伝達の合理化・迅速化、及び会員企業間の交流を図る 

よう、情報受伝達システムの再構築を図りました。 

 

(４)重要情報の一斉ファックス送受信 

    上記システムへの移行期の対応として、一斉ファックスのシステムを活用して、就職 

懇談会等の情報や、３Ｄプリンターについてのアンケート依頼など、各地域工業会会員 

にファックスで伝え、情報の受伝達の手法検討を進めました。 

ア 送付件数  ３件 

 

Ⅱ 産業振興施設の管理運営 

１ 横浜産貿ホールの管理・運営事業 

   新たな顧客の獲得を目指しホームページの内容の改善・充実を継続して行いました。 

   また、展示場機能の維持管理に努めました。主な取り組みは、次の通りです。 
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① ホール内にある柱の耐震工事を行いました。（平成２５年７～８月） 

② ホール内にあるスライディングウォールを経年劣化のため更新しました。 

（平成２６年３月） 

    他方で、耐震工事に伴う、閉館に対しては、当該期間の賃借料の支払い免除等を受け、 

事業収支の安定を図ることが出来ました。 

その他、お客様の計画達成に向け、計画に係る他業者様との連携を図りました。 

 

 ２ 鳥浜・試作型貸スペース（Ｔ３）事業 

  平成２５年度は入居企業が３社となり、事業収支は安定しましたが、年度末に退去企業

があり、今後新たな入居企業の開拓等が一層求められます。 

 

Ⅲ 会員の交流を深める事業（相互扶助事業） 

  賀詞交歓会など会員の交流を図るとともに、ボウリング大会の開催や、｢横浜市工業厚生年 

 金基金｣、「災害共済」、「労災保険」、等工業会会員企業や従事者を対象とした各種福利厚生事 

 業を行いました。 

  また、製造物責任法による企業の賠償責任に対応するため、引き続き本会独自のＰＬ保険 

 の加入促進を図りました。 

 

１ 地域工業会及び横浜青年経営者会の活動支援 

 鶴見区工業会・みなと工業会 設立３０周年記念事業への助成、及び横浜青年経営者会の

活動への支援を行いました。 

 

２ 第１０回市工連ボウリング大会の開催 

   工業会会員並びに従業員相互の交流を深めるため、地域工業会から選出されたチームに 

  よる第１０回市工連ボウリング大会を開催しました。 

ア 日 時 平成２５年１１月２２日(金) １９：００～ 

イ 会 場 新杉田ボウル 

ウ 参 加 １９チーム ５７名 

 

３ すぐれたアイディア提案者表彰 

   各企業において、技術開発、生産性の向上、経費節減等で「すぐれたアイディア」の提 

  案により、企業の発展に貢献した従業員を市工連賀詞交歓会の席上で表彰しました。 

ア 表彰日 平成２６年１月１０日（金） 

イ 会 場 ホテル横浜ガーデン 

ウ 被表彰者 ６社 ７名 

 

 

Ⅳ 法人運営 

  総会、理事会の開催など団体運営に努めました。 
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Ⅴ 総会、理事会、委員会等 

 

(１)総会 

月 日 件  名 主な審議事項 会  場 

６月２０日 

(木) 
定時総会 

・平成２４年度事業報告 

・同 収支決算報告 

・理事、及び監事の選任について 

・一般社団法人移行後の総会の運営につ

いて 

・平成２５年度委員会委員について 

・平成２５年度横浜市産業振興に関 

 する要望書の回答について  

横浜国際ホテル  

３月２６日 

(水) 
予算総会 

・平成２６年度事業計画について 

・平成２６年度予算について 

・会計士の監事の報酬について 

・経営安定調整基金の取り崩しについて 

産業貿易センター 

 

(２)理事会，会長会議、各委員会等 

月 日 件  名 主な審議事項 会  場 

５月９日 

(木) 
広報産学委員会 

・よこはま市工連第６８号の発刊計画 

・第６８号掲載内容について 

・市工連の情報伝達方法についての 

 検討 

横浜産貿ホール 

小展示室 

６月７日 

(金) 
工業会会長会議 

・平成２５年度横浜市予算に対する要望

への回答について 

・理事・及び監事の選任について 

・一般社団法人移行後の総会の運営につ

いて 

産業貿易センター 

６月１７日 

(月) 
総務委員会 

・平成２５年度定時総会・第１回理事会

の議案について 

・平成２４年度事業報告 

・同 収支決算報告 

横浜産貿ホール 

小展示室 

６月２０日 

(木) 
第１回理事会 

・平成２４年度事業報告 

・同 収支決算報告 

・一般社団法人移行後の理事会の運営に

ついて 

・平成２５年度委員会委員について 

・平成２５年度横浜市産業振興に関 

 する要望書の回答について  

横浜国際ホテル  

７月１１日 

（木） 
広報産学委員会 

・よこはま市工連６８号発刊後のご意見 

・情報インフラ整備事業について 

横浜産貿ホール 

小展示室 
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月 日 件  名 主な審議事項 会  場 

７月８日 

（月）～ 

９月１７日 

（火） 

施策検討会 

 

横浜市課長職以下１３人 

地域工業会推薦１４人 

グループに分け延べ１４回開催 

①経済政策ビジョンについて 

②２５年度開始の新規事業について 

③販路開拓支援策について 

（財）横浜企業 

 経営支援財団 

８月５日 

(月) 
政策委員会 

・平成２５年度横浜市に対する政策要望

の実績について 

・平成２６年度横浜市に対する政策要望

のすすめ方について 

横浜産貿ホール 

小展示室 

９月３日 

（火） 
事業企画委員会 

・ボウリング大会の検討 

・横浜型若者就労支援事業について 

・テクニカルショウヨコハマ２０１４ 

・すぐれたアイディア表彰について 

・横浜市「ＢＣＰ策定のための基礎調査」

への協力について 

横浜産貿ホール 

小展示室 

１０月１日 

(火) 
政策委員会 

・経済成長育成ビジョン（仮称）につい

て 

・平成２６年度横浜市予算に対する産業

振興に関する要望書について 

横浜産貿ホール 

小展示室 

１０月２日 

（水） 
雇用環境委員会 

・横浜型若者就労支援事業について 

・電力料金の低減対策について 

横浜産貿ホール 

小展示室 

１０月２１日 

(月) 
工業会会長会議 

・経済局との意見交換会 

・横浜市長への予算要望書提出 

横浜市庁舎 １階市民

ホール 

１１月２８日 

（木） 
広報産学委員会 

・第６９号の発刊計画について 

・第６９号掲載内容について 

・会員企業情報の発信について 

横浜産貿ホール 

小展示室 

１２月２日 

(月) 
正副会長会 ・役員改選について 中華街 菜香新館 

３月１７日 

(月) 
総務委員会 

・平成２６年度事業計画について 

・平成２６年度予算について 

・会計士の監事の報酬について 

・経営安定調整基金の取り崩しについて 

横浜産貿ホール 

小展示室 

３月２６日 

(水) 
第２回理事会 

・平成２６年度事業計画について 

・平成２６年度予算について 

・会計士の監事の報酬について 

・経営安定調整基金の取り崩しについて 

産業貿易センター 

３月２６日 

(水) 
工業会会長会議 ・役員改選について 産業貿易センター 
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(３)平成２６年賀詞交歓会の開催 

    日  時  平成２６年１月１０日（金） １６:００～１８:００ 

    会  場  ホテルキャメロットジャパン ４階フェアウインドウの間 

    参加者数  １３７名 

 

(４)地域工業会事務局長会議 

    事務局長会議を次の通り開催し、市工連と地域工業会との情報交換・連携を図りまし

た。 

   〈２５年〉４月１７日、５月１５日、６月１９日、７月２４日、９月１８日、 

１０月２２日、１１月１９日、１２月１８日 

   〈２６年〉２月１９日、３月１９日 


